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会   長   大岩雅典 
直前会長   大岩雅典 
副 会 長   菅原 進・福原吉孝  
書   記   柏原佳子・上野恭男 
会   計   羽太英樹 
監   事   五十嵐政二 
連絡主事    坂本孝司 
六甲部メネット主査   上野恭男 

「一息つきました」 
会長 大岩雅典 

秋となりました、キンモクセイの良い香りが漂い、木々も紅葉し

はじめ北海道では初雪も降りました。コロナも終息し繁華街は

活気を取り戻し週末のショッピングセンターは大混雑しています。 

選挙ではやはりコロナの責任を取らされた形で政権与党議席

を大幅に減らしました。今後コロナ対策は経済復興方向でな

いと、有権者の支持は得られないことははっきりしたようです。

次の参議院選挙までの間、感染対策と経済復興両立させ

る難しい政策変換が迫られます。 

ガソリン価格が世界的に高騰し、日本国民としては他人事で

は済まされない状況ですが、いくらガソリンが高くても、微力な

がらも経済復興に個人個人が貢献していかなければならない

と思います。 

ワイズでは、今年久しぶりにチャリティーランが開催されます。コ

ロナ過の影響もあり少し形を変えての開催です。ワイズ１００

周年記念行事の植樹なども行なわれる予定ですし、少しず

つですが活気を取り戻しています。 

クリスマス祝会も行われますので、本当に今から楽しみです。

コロナコロナと大変な一年でしたが、コスモスの咲くころに終息

へ向かい一段落です。 

まだまだインフルエンザの季節への心配もありますが、一息つい

て穏やかな日常が返ってきたこと、当たり前のことがこんなにあ

りがたいことだとは気づきませんでした。災難ではありましたが、

日々の感謝を忘れず今回のことを教訓に暮らしていきたいと

思います 

             １０月例会(ZOOM)集計 

第 1 例会出席 
メンバー  １4 名 
ビジター   4 名 
ゲスト    4 名 
メネット    4 名 
ZOOM参加   1 名 
合計    27 名 

例会出席率 
出席者    14 名 
メイクアップ   1 名 
合計     15 名 
在籍者    18 名 
（内広義会員１名） 
出席率   83．3％ 

ＢＦ切手    
累計    ｇｍ 

ニコニコ 
     15,000 円 
累計  16,000 円 

主   題 

国際協会会長  Kim Sang-Chae(Korea) 
“Y’s Men with the World” 「世界とともにワイズメン」 

 
アジア太平洋地域会長 大野 勉（神戸ポートクラブ） 

“Make a difference beyond the 100th” 
「100 年を越えて変革しよう」 スローガン：「健康第一！」 

 
西日本区理事  新山兼司（京都トップス） 

“Challenges for the future” 未来への挑戦 
 
六甲部部長   大野智恵（神戸ポートクラブ） 
    寄り添い、分かち合い〜『三方よしで、みんな笑顔』 
Snuggle up and share with you  “Smile on each side” 

 
芦屋クラブ会長   大岩雅典 
   ワイズメン相互の知識理念の共有 

 

今月の聖句 
「だから、人にしてもらいたいと思うことは何でも、あなたがた

も人にしなさい。」         マタイ福音書 7 章 12 節 

 

“To acknow ledge  t he d u ty  t ha t  accompan i es  every  r ig h t ”  
A f f i l i a t ed  w i t h  t he  I n ter na t i o na l  Assoc ia t i o n  of  Y ’s Men ’s  C ｌｕｂ

ｓ  
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１１月第１例会 

と き： ２０２１年 11 月 17 日（水) 1９：00～2１：00 

ところ： 芦屋市民センター218 号室  

司会： 島田 恒ワイズ 
 

１．開会点鐘     大岩雅典会長 

２．クラブソング     斉唱 一同 

３．聖書朗読     羽太英樹ワイズ 

４．ゲスト・ビジター紹介    島田 恒ワイズ 

５．食前感謝     柏原佳子ワイズ 

６．会食・歓談 

７．余島キャンプ７０周年ビデオ上映（約１０分） 

８．歌とギター弾き語り    塚原しじみ氏 

    『70～90 年代ポップス歌謡』 

９．事務報告     大岩雅典会長 

  各事業委員報告    クラブ事業委員 

10．ＹＭＣＡ報告     坂本孝司担当主事 

11．ニコニコ報告     坂東幸子ワイズ 

12．誕生日祝い     大岩雅典会長 

     堤 清ワイズ、五十嵐かほる・福原美鈴（メネット） 

13．閉会点鐘     大岩雅典会長 

 



１０月第１例会報告 

日時： 10 月 20 日（水）１8：00～20：00 

場所： ホテル竹園芦屋コスモスの間 

参加者： 大岩雅典会長、五十嵐政二・かほる、上野恭男、

柏原佳子、桑野友子、島田 恒・保子、堤 清、中山豊美、

羽太英樹・光子、濱瀬眞知子、板東幸子、福原𠮷𠮷孝、山

口光一、大澤昌子（各ワイズ・メネット）、坂本担当主事 

ＺＯＯＭ参加： 菅原 進ワイズ 

ゲスト： 前島宗甫氏（スピーチ）、井上真二ＹＭＣＡ総主事、 

渡辺徹也氏、橋本 薫氏、竹林祐子氏 

ビジター： 廣瀬一雄会長、岩田健司、小野勅紘（各ワイズ）

（西宮クラブ） 

７ヶ月ぶりのリアル例会は、ゲスト、ビジター、あわせて２７名で

始まりました。懐かしさとコロナの時短解除の安心感が相まって

久しぶりの例会準備もゲスト・ビジター紹介にも心が弾みます。 

大岩会長の開会点鐘、クラブソングに続いて羽太ワイズの今

月の聖句と聖書の紐解きが語られ「ヨハネ黙示録 １４：６」

私たちの歩む道は、主の道に繋がっているものでありたいと祈

ります。芦屋クラブが地域奉仕の一環として支援している「み

どり作業所」副理事長大澤昌子メネットに前期みどり基金を

贈呈いたしました。 

リアル例会でなければお目にかかれなかった五十嵐ご夫妻も

出席され、食前感謝の祈りを捧げていただきました。マスクが

無ければ何事の変わりなけれど・・の懇親のひとときを持つこと

ができました。 

会食後、神戸ＹＭＣＡ井

上総主事は、スライドで神

戸ＹＭＣＡの新築工事時

からの推移で説明され、２

０万円のクラブ献金のお礼

の言葉もいただきました。 

いよいよメインゲスト関学名誉教

授前島宗甫氏の講演です。「ファ

イターズとともに」と題されて、アメ

フトの迫力ある試合風景が画面

いっぱいに映し出されました。「日

本１になることを目標に何事も鈍

感であってはならない。感受性、

想像力を育て人間は成長し、豊

かな人間力となる」と話された言葉を学生のように心に刻みま

した。関学アメフトＯＢの西宮クラブ岩田健司ワイズは、楽し

んでいただけましたでしょうか？マイクを向けたかったのですが！ 

「みどり福祉作業所」作成の

誕生日祝いのクッキを４月～

１０月までの皆さまに、島田

保子、羽太光子メネットから

手渡しされました。ニコニコ献

金も板東幸子ワイズから報

告され、いよいよ大岩会長の

閉会点鐘！盛り沢山の例会も無事に！が、そのとき気づい

たのです。バナーが、立っていなかったことに！ やはり７ヶ月の

空白は大きいと反省です。閉会点鐘が響きました。 

                             柏原佳子 

ワイズメンズクラブの皆様へ 

先日は久しぶりの例会に参加させていたたき、皆様にお会い

できうれしかったです。 

みどり基金として、今回もたくさんの支援金を頂き、ありがとう

ございました。継続的にいつも私たちを見守り、支えてくださり

うれしく思います。 

昨年よりのコロナ禍の中、行事、

イベントもできなくて、単調な日

常生活と感染予防のピリピリし

た緊張感が続いています。作業

所からまだ一人も感染者を出す

ことなく、ワクチンも全員終えて、最近ようやく落ち着いて過ご

すことができるようになり感謝しています。 

楽しみにしていた旅行も延期が続いていましたが、ようやく 10

月 15 日に観光バスで姫路セントラルパークに行ってきました。

感染予防をしっかりして、バスの中から動物を見たり滞在時

間も短かったりでしたが、みんなとても楽しんでおられました。 

今日もみんな元気に公園清掃、市民活動センター清掃、街

路樹の落ち葉清掃に出かけておられます。作業所内で内職

を頑張っておられる方もいます。障碍があってもそれぞれの場

所でこれからも頑張っていきたいです。 

頂いたお金は、頑張っているみんなのために大切に使わせてい

ただきます。ありがとうございました。         

 芦屋みどり福祉会 大澤昌子 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★１０月例会に参加された西宮クラブ小野勅紘ワイズの

西宮クラブブリテン１１月号からの抜粋です。 

(全文は西宮クラブ HP でご覧になれます。) 
 

（前略）特に鮮明であったのは、例の日大事件後の影響も

含めて、関学アメフトのファイターズが過去も現在もどのよう

に活躍しているか興味深いお話を伺った。 

当時鳥内監督を中心としてＫＧは如何にあるべきかが多く

の関係者中心に議論されてきた。しかし、ファイターズの姿

勢は変わるものではない。 

というのは２００３年８月の合宿でチームの中心選手であっ

た、平群（へぐり）雷太君が心臓発作で急死した。学生た

ちは記念会を行ったが衝撃は大きかった。そんな中で学生

達の中から、「先生祈って下さい」という声が起きた。それ以

来ファイターズでは試合の前の１０分間を利用して２分間、

聖書を読み祈りの習慣を守っている。これは部長や監督が

命じたものではなく学生たちが自主的に行っているものだ。

それにより学生たちはお互いに語りかけクールダウンさせつつ

モチベーションを高めてきた。これはいわゆる「腑に落ちる」と

いう言葉そのものである。（中略） 

そこには第４代ベーツ院長が提唱されて今やＫＧの象徴に

もなっている“Ｍastery For Service（奉仕のための練達）”

の意味が大きい。そこには「自由」がなければならない。まず

自由があり、つかみ取る自由、輝いている自由、そこにファ

イターズの存在意義がある。１９９５年の阪神大震災以後

ボランティアの意義が叫ばれているが、ボランティアにもこの

“MFS”の自由が生きている。祈りと自由の上に“MFS”の

体現をファイターズが経験して世に送り出している。(後略) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅せられて Ⅹ 

◆ゴルフシーズン真っ盛り。此のところ『男女日本オープン』叉、日本で開催される唯一の米国ツアー大会『ZOZO チャンピオ

ンシップ選手権』が行われる。これにはマスターズ優勝の【松山選手】・東京五輪金メダルの【シヤウフエレ(米)選手】など世界

のトップスターが多くやって来る。◆その様な中、ゴルフ週刊誌・最新号での話です。【我が国のゴルフ発祥地である神戸ゴル

フ倶楽部】(1903 年創設・神戸市六甲)に於て東西の日本シニアプロ 8 人が集まり【110 数年前当時のウェア(ニッカー・ボッカ

ー/膝下迄のズボン)とクラブ(パーシモン・ヘッドでヒッコリー・シャフト/胡桃の木材で作られた。)及び懐かしい近代の『マックス・フ

ライ糸巻きボール』などを使用してプレイをした。】との掲載を見つけた。◆ゴルフを通じて出来る社会貢献について、日本プロ

協会・倉本会長の提案もありこの度【神戸市医療従事者へのチャリティ・イベント】として行われたとのこと。(100 万円が寄贈

された。)◆参加プロは倉本、井土木、奥田、水巻、尾崎(直)、芹澤、牧野、室田プロの面々だった。各プロ評では【ウッドは

テンプラ(上に上がる)ばかり…。】【ヒッコリーシャフトはこんなに難しいものとは？】【クラシック・ウェッジでバンカーを上手く脱出。

当時からこのクラブ設計をよく考えたものだ。】【クラブ一本づつ顔が違い、個性的で面白いね。】等の声が上がりスコアは別に

して【いにしえのゴルフ】を和やかに楽しんでいた。との記事だった。◆尚、私の知る限り【現存のクラブハウス】写真①は【1931

年にあの米国設計家 W・M・ヴオーリズ氏(神戸女学院・関西学院と同じ設計者)】により［改築］されたものでありクラシックな

カンツリーハウスそのものです。立派に保存されており【ヴオーリズ・ファン】の私にとってはこの上もなく嬉しく……。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

◆そして【写真②】は私事で申し訳ないがこの場をお借りして、いつか

ご披露させて頂きかった当方・愛蔵の骨董品【ヒッコリーシャフト・皮革

巻グリップのパター】(1928 年頃スコットランド・ベンセイヤー社製のオー

ル手作りクラブ)です。50 年程前に百貨店のクラシック・クラブ特別展

示即売会にて、未使用ではないが余りにも美麗だったので、つい【魅

せられて】購入した品である。パッティンググリーンでは仲間達と試打し

て楽しんだが現代物よりスイートスポットが小さく、ヘッドの芯でヒットす

る事が難しい感じだった。★★★【週刊ゴルフダイジェスト 10/12 号】 

② ①  

                    祝 余島キャンプ 70 周年記念キャンプ Ⅰ  

2021 年 9 月 18 日～20 日までの 2 泊 3 日、台風で 2 時

間遅れの出発となる。山根さんと行く｡それぞれの方法で余

島到着｡台風にもかかわらず、台風とすれ違ってきましたと埼

玉の衣笠さん、東京方面からのキャンプリーダーや Y‘ｓクラブ

の余島への熱い想いの方々ばかり 26 名が集う。 

同時に森林整備ワークキャンプの学生ボランティアリーダー達､ 

阪田ゼミの元優秀なリーダで今は社会人 5 名が東京方面よ

り参加、ロビンロイドさんのゆったり WEEKEND、毎年 2 回余

島にきてパーカッションや竹と木で音を奏で踊る、いつも目一

杯余島を楽しんでくれているグループ達とも久しぶりに会えて

無事を確認。良かった！ 

 

 

 

 

 

 

遅れて入ると「ゲノム」ゲノムって何から始まり、横文字が多く

わからない。分ったところは「これから先には、希望はない」「皆

さんは、後何年生きますか？」と究極の厳しい現実の言葉を

発される｡方法として？自分たちが受けてきた物を次の世代

に「贈与して行かねばならない」この言葉で繋がる！遅れたし

ノートも取れなく説明できないけど、生きてきた者が子供たち

のために皆で力を合わせて、次世代に残したい物を守る体制

作りを早くしないと間に合わないと言うことでしょう。 

コロナ禍、職員も最低限しかいないし､今は団体のキャンプの

受け付けのみでしばらくは細々と続けて行くしかない。「これか

ら皆が力をだし、協力して作り上げて行く」「責任を持って立

て直す覚悟がいる」と言うことなのかな？ 

殆ど初対面の方々で、話す人がいないと思いきや余島を愛 

 

 

する同じ気持ちの人達が 急接近で一つになるには、時間は

いらなかった｡同じ気持ちは心地良い事を最初に学んだ。 

やさしく何不自由なく過ごせ有り難かったし感謝しかない！ 

夜は若いボランテイアの学生さんがバーベキューをしてくれ皆で

和気藹々と楽しく食事する。後は満月のようなきれいな月明

かりの中キャンプファイアーを囲み昔に返り、ゲームなどする。 

19 日早朝、中道牧師先生による聖日礼拝がきれいな南の

海岸で行われた。さざ波の音が心地よかった。 

そして朝食後、北ノ浜に集合のメインイベント「カヌートリッ

プ」！！全員参加で出発。台風一過で海は美しく穏やかで

そんなに荒れてなく、皆さん、いい感じで滑るように?漕いでおら

れた。10 艇ほどのカヤックは、とても高齢者と思えないくらい壮

観で連帯感を感じ、皆で漕ぐ楽しさは格別だ！この年齢でこ

の楽しさを味わえたなんて本当に素晴らしき人生！ 

台風一過、青い空にきれい

な海に迎えられた私は、時

間が押しているのにまずは

軽く泳ぎ、ぽっかり浮かんで

リラックス、水をかぶり、急い

で阪田氏の話へ。 

 
 

余島一周とまだ先にある世界一小さい海峡「土渕海峡」を上

り下りして 木陰のある海岸にてパン、携帯ご飯を頂き、もうひ

と頑張り漕いで帰路へと。リタイアなしで皆さんで GOAL！素

晴らしき 光輝高麗者(中山がいう)の面々と若い方々の顔

は、自信に満ちて本当に 光輝いていた。この命名の通りだ！

正解だ！2 時間 7 キロの旅だったそうでびっくり。中山と美崎

先生は、誰もいない海で泳ぎ贅沢贅沢！気持ちよかった。 

余島の海は最高！入らなきゃ！ミネラル一杯。    次号へ 
 

篠坂幸彦 

中山豊美 



 

 

 

 

 

 

 

 

１０月第２例会報告（抄） 

場所： 芦屋市民センター２０５号室 
日時： １０月２７日（水）１８：１０～ブリテン 編集会議 
               １８：３０～１９：５５ 第２例会 
参加者： 大岩会長、上野恭男、柏原佳子、桑野友子、 

島田 恒、坂本担当主事、中山豊美、羽太英樹、 
福原𠮷𠮷孝、菅原 進(ZOOM 参加) 

議事・報告  

◆第１例会について 
・１２月２３日（木）開催 芦屋クラブクリスマス祝会 
日時： １２月２３日（木）Ｈ竹園３Ｆ予約済み 
会費： ６，０００円 （アルコールはフリー）３０ 
奨励： 権 甲植ワイズ  
エンタティナー： 中山ワイズご紹介  
人数： ３～４０人程度とする（未定） 

・１月第１例会＆２月留学生交流会（開催可能か？）は 
 時間切れにより１１月第２例会で話し合う 

◆2022-23 年度芦屋クラブ会長の選出 
・大岩現会長の熱意あるアピールにより３期目の会長と決定 
・書記： 菅原 進ワイズ （決定） 

◆地域奉仕事業報告  羽太ワイズ 
・１０月１８日（月）地域奉仕・環境事業委員会の資料に 
基づき説明がなされた（資料別紙） 

◆ワイズ１００周年記念植樹報告 大岩会長 
・部での事業とする。 
･場所： 第１候補 東遊園地  
・西日本区に助成金申請予定 
・次期若林部長に引き継ぐ 

◆チャリティーラン開催： YMCA 報告を参照ください 
・協賛金： 芦屋クラブから２０，０００円 
 個人３，０００円 １１月第１例会で周知させる 

◆余島シニアキャンプの献金について（ビデオ上映） 
・第１例会１１月１７日（水）に報告・検討事項とする 

◆会計報告 羽太会計よりなされ承認   
◆ＹＭＣＡ報告   坂本担当主事報告  

・留学生は徐々に増えてはきているが、中国・台湾は少ない 
・その他の国から申請はあるが手続きが困難(現状) 
                        書記 柏原佳子 
 
 
 
 

 

 
 
■第 23 回神戸 YMCA インターナショナル・チャリティラン２０２１ 

2021 年度は新型コロナウイルスの影響により、タイムを競う
方式による競技は行いません。 
皆さまの都合の良い場所と時間で、歩いた記録、もしくは走っ
た記録を報告してい
ただく「WEB 参加」
と、しあわせの村に
集まっていただいて
開催する「会場参
加」の２方式で開催 
参加方法： 

１） ウォーク&ラン「WEB 参加 11/1 ～11/23」 
「会場参加 11/23」 

個人もしくは、4 名までのグループ(密を避けるため)  
○参加費： おひとり 1,000 円以上 

2）協賛金でのご参加(大会スポンサーとして支援) 
チャリティーランの趣旨にご賛同いただける方は、ご協力
をお願いいたします。 
この協賛金はすべて「支援金」として役立てられます。 
〇個人： 3,000 円以上 
〇企業・団体： 1 口 20,000 円、一口以 

■神戸 YMCA 学院専門学校日本語学科入学式 

１０月１８日に、神戸 YMCA 学院専門学校日本語学科の
2021 年度後期入学式を執り行いました。未だ、新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響による入国制限で入国できない学
生がいることからオンラインで入学式となりました。先輩である
在校生に、各国の通訳を担ってもらい、学校のルールの説明
を行ないました。オンラインで参加をした学生が、いち早く入国

できることを願います。 
■神戸 YMCA 学院専門学校ホテル学科 

特別プログラム「ボウリング大会」 

神戸 YMCA 学院専門学校ホテル学科では、専門的な知識
を習得するための講義、実技だけではなく、さまざまな授業を
実施しています。「特別プログラム」は通常授業とは違い、学
生が企画から運営をします。今回は実行委員を中心に、当
日まで準備をしてきました。準備運動を始め、応援団、表彰、
お揃いのハチマキ作
りなど、それぞれの役
割を発揮しました。 
ゲーム前に学年別で
応援団タイムを作り
ました!「YMCA」の音
楽に乗せて踊る学
年、全員で声を合わせて踊る学年と、とても盛り上がりました♪ 

コロナ禍、2 学年合同でプログラ
ムをする機会が減ってしまいまし
たが、感染対策を施し実施する
ことが出来てよかったです。 
楽しむ学生達の姿に元気をもら
った 1 日でもありました。 
      担当主事 坂本孝司                                       

YMCA ニュース 
 

聖句 読み解き 
この言葉は昔からゴールデン・ルール、黄金律と言われて来たも

の。人にしてもらいたい、優しい言葉をかけてもらいたい、と思うこ

とは何でも人にしなさいとイエスは言う。これは人間関係をスムー

ズにする原点だろう。これは多くの人々が思うことで、キリスト教

（新約聖書）に限らず他宗教にも同じような発想が見られる。

「自分が嫌なことは、ほかのだれにもしてはならない」ユダヤ教（旧

約聖書）。「己の欲せざるところ、他に施すなかれ」論語・孔子。

「自分が人から危害を受けたくなければ、誰にも危害を加えない

ことである」（イスラム・ムハンマドの遺言）。「人が他人からしてもら

いたくないと思ういかなることも他人にしてはいけない」（ヒンドゥー

経典）。一方、日本人の発想は「人様の迷惑になることだけはす

るな」。みんな親からこう言われて育って来たのではないか。イエス

の発想は「愛されたいならば人を愛しなさい」から来ている。平和

と共存の処方箋こそイエスの語ったゴールデン・ルールである。 

 

編集後記：１０月号で掲載できなかった余島キャンプ報告 

今月号と１２月号の２回に亘って掲載します。徐々に落着

いてきました。対面の例会が楽しみですね   桑野友子 

 

 


